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　「ジャン・サソトゥイユ」と「失なわれた時を求めて」は、多くの財産を共有していて、その在庫
調べはリピアンスキーのLA　1＞AISSANCE　DσM（）1＞DE　PRO　US　TIAN　1）∠41VS／EAI＞SA1＞T
EIULによってほぼつけられている。1）小論文の目的は両者の差異を無意志的記憶を媒介にして多
少精しく論じてみたいということである。
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　距離を認識することが問題である時に、一番困難なのはその距離を計測するのにちょうどよい場所
を見出すことである。ジャン・サントゥィユ（以下J．S．と略記する）と、失なわれた時を求めて
（以下R．T．　P．）の最終章がそこからみれぽ同じ距離のあつみを持っており、思想からいっても、文
章からいっても同一稜線上にあることが了解され、しかも「J．　S」はすでに乗り越えられたが、これ
からまだ来たのと同じだけ登らなけれぽ辿りつけない高みもみえているといった場所があるだろう
か。rR　T．　P」の】1巻390　P．　一・　398　P．がそのような場所だと思われる。そこでは、　rR．　T．　P」が天職
を発見する過程に他ならぬことが、最終章に先立つこと千五百頁前にいわれており、又遠くrJ．　S」
に淵源するある一つの音が鳴り響いているのである。
　では、その場所では一体何が述べられているのであろうか。主人公がステルマリア夫人とこれから
会うという時のことである。「カーテンの上には、暗くなろうとしているそとの光のうすい玉ぶちが
一筋残っている」のをみて、「快楽の奥深い玄関、暗くて快い空虚を知ることをおぼえたバルベック」
が想起される。
　　そのときも、いまのように私は自分の部屋にひとりいて、ほかのみんなが夕食をしているあい
　だ、そとの明るさがカーテンの上に消えてゆくのを見ていて悲しくはなかった。そういう私は知っ
　ていたのだった。やがてその消えてゆくあかるさが、極北の夜のように短いひとときのくらがりの
　あとで、リヴベルのレストラソの灯火の焔のなかに一段とまぶしくよみがえろうとしていたこと
　を。
　さらにネクタイをしめたり、髪をなでつけたりする所作について次のようにいわれる。
　　魔法のしるしとして、それらは歓楽を実現しているのであった。そういう動作のおかげで、私は
　歓楽とは何かについての正確な観念をもち、浮薄で陶酔的な歓楽の魅力を全的に楽しんでいたので
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　ある……
　正確な観念とか全的に楽しむとかいうのは何を意味するのだろうか。続けて次のようにいわれてい
る。
　　そうした観念や感覚のとらえ方は、コソブレーで、七月に、私が荷づくり人のたたく金槌の音を
　聞いていたとき、そして、ひんやりした暗い私の部屋の中でそとの暑気と太陽をたのしんでいた時
　と同じように正確であり全的であった2）。
　これはコンブレーで読書をしていた時のことを指している。読書をしている部屋は、「透き通って
はかなく消えそうな内部の涼しさ」を「午後の太陽から」守っている。鎧戸のところでは、「羽を休
めている蝶のように」かろうじて太陽がとまっている。
　　本を読むのにやっとの明るさだった、そしてそとのすぼらしい光の感覚は、ラ・キ＝一ル通りで
　カミュが埃だらけの箱をたたく音からしか私につたえられなかった……
　まさにこの荷づくり人のたたく音が、遠くrJ．　S」から響きを伝えてくる音なのである。ついで、
蝿がかなでる「夏の室内楽」と、夏たまたま聞かれた人の歌とを対照させて次のように言う。
　　この蝿の音楽は、人間がうたう音楽の一節一好季節に偶然きいたのが、つぎに聞く時にその好
　季節を思い出させる一のように光の感覚を呼びおこすのではなくて、もっと必然的な絆で夏に結
　びついていて、快晴の日々から生まれ、そうした日々とともにしかふたたび生まれることはなく、
　そうした日々の本質の少量をふくんでいるのであって、われわれの記憶に単に夏の映像を呼びさま
　すだけでなく、夏が帰ってきたことを、夏が実際に目のまえにあって、あたりをとりまき、直接に
　近づきうることを確証するものなのである3）。
　このたがいに照明し合う二つの文章を比較すれぽただちにわかるように、夏と歓楽はパラレルにお
かれうる。正確な観念をそれに対して持つということは身におぼえがあるということである。全的に
感じるというのは、現実の与件が少なけれぽ少ないほど想像力は自由に働くという法則にのっとっ
て、ここで夏の感受についていえば実際に散歩に行くことが控えられており、歓楽については、ステ
ルマリア夫人という具体的な女性の姿で想像力が轡をかませられるに至っていないことを意味してい
る。この夏や歓楽はある意味ではイデアともいうべきものである。このイデア性は、夏を冬の朝に、
箱を叩く音を市電の音に置換した構造を持つ次の記述にはっきり言葉としてもでてきている。
　　よく晴れわたった日々には、非常に寒く通りの物音が実によく聞こえるので、まるで家の壁を取
　り払ってしまったように思われ市電が通るたびごとに、その音は銀のナイフでガラスの戸をたたく
　ように鳴り響く。一中略一自分自身の感覚でこの朝を味わうことを拒否したために、私は空想
　のなかで、これと似たあらゆる朝を、過ぎ去った朝や未来に起こりうる朝を楽しむのであるが、よ
　り正確にいえぽそれは朝のある種のタイプで、同じような朝はいずれもこの間歌的な現われにすぎ
　ず、またそのタイプを私はすぐにそれと認めたのであった4）。
　これらの例は、話者の感受性のあるパタe・・一ンが強固に反復されているものと見倣すことができる。
一つは「スワン家のほうへ」から、一つは「ゲルマントのほう」から、最後のは「囚れの女」から引
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かれたものであった。この感受性は、rR　T．　P」の基調音の一つであるとともにrJ．　S」については
その全体を覆うに足るものであることを次に示したいと思う。蝿のかなでる空内楽と箱を叩く音が導
きの糸となるだろう。rJ．　S」では概略次のようになっている。まず少年時代のエトゥイユ（実際には
ブルーストが過したイリエの別名だが）の描写が出てくる。
　二階の部屋は、鎧戸がおろしてある。ジャンは昼寝をはじめる。時々目をさます。手足はまるで散
歩のあとのようにだるい。さっぱりした枕に深く頭を埋めてうとうとしながら幸福を感ずる。時々蝿
がやってくる。その羽音で距離がわかる。突然蠕が頬にとまっておどろかされる。手足を忙しく動か
し、重たげな茶色の羽をした昆虫の雀といった感じの無邪気であわて者の蝿。手で追い払うとやがて
静かになりジャンは微笑む。ちょっとした手の仕種は弛緩した官能を閉じこめている肉体を目ざま
す。より天上的なのは木蔭の小鳥たちが歌う夏の讃歌であろう。しかし、いやしい蝿でさえひどく暑
い日の室内楽を演奏できるのだ。独自で新鮮で、閉じた音をたてぬ鎧戸に影を与えられた詩をたたえ
た室内楽を。通りで屋根職人が金槌を叩いているのを聞きながら枕に頭を埋めて寝るのは快適だ。こ
んな風にすごされた暑い日々は、森で味われる詩よりも豊かさにおいて劣るとはいえより人聞的で深
い休息を与えるがゆえにそれ自体の価値を持っている。
　ここまでがエトゥィユの描写で、踵を接して後年のパリでの回想が出てくる。
　Aussi　je　sais　dans　la　suite　plus　d’un　jour　triste　od，　oblig6　de　rester　a　Paris　a　l’epoque　oti
les　bois　sont　si　beaux，　ne　sachant　presque　pas　qu’il　6tait　dans　P6t6　et　croyant　que　sa　po6sie
6tait　a　jamais　perdue　pour　lui，　parfo五s　j6t6　sur　son　lit　un　instant　pour　oublier　la　chaleur　qu’il
n’avait　sentie　que　comme　une　fatigue　de　plus，　Jean　entendait　soudain　une　vibration　sonore
prさs　de　lui．5）
　　森が素晴らしく美しい時に、パリにとどまっていねぽならず、季節が夏であることも殆ど感受で
　きず、その詩も永遠に失なわれてしまったと彼には思われ、疲れの余計な原因としか思われなかっ
　た暑さを忘れるために時折少しの間ベッドに身を横たえるというような悲しい日を私はその後一度
　といわず経験したのだが、そんな日にジャンは突然傍に振動音を聞いた。（訳、傍点筆者）
　音は強くなっていく。突然エトゥイユの好天の日々を思い出す。自然も夏も失なわれてはいない、
楽しみなさいと蝿は歌うのだった。夏の永遠の至福を（la　gloire　6ternelle　de　l’6t6）歌いあげるので
あった。原文を引いて示した文章統覚の破碇は、rR．　T．　P」の一人称が自伝的にみえて実は方法的な
省察を経たものであり、又カンディッド流の無邪気の劇を展開するために好便なものであるのと対照
的に、三人称で書かれていてもプルースト自身の経験からそれほど距離がとれてないことを推測させ
るものだ。ここでは更に歌曲と季節の結合と対比的に蝿の室内楽と夏の結合が、説かれて終っていて
原文で正味三頁にわたっている。rR．　T．　P」ではこれが十行に縮約されている。　rJ，　S」の説明が多少
理屈っぼく冗長であることは否めないが、いっていることは「R．T．P」とほぼ同じであることがわか
るだろう。ここで少年時代の描写と、ふとした感覚を媒介にした過去の喚起が接続して現われている
ことをもう一度確認しておきたい。
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　同様の構造をもった過去の喚起を二つ引こう。
　少年時代、毎日タベの鐘が遠くに鳴り始めるとジャンは女中と夕食のために道をひきかえすのであ
った。夏や風、日没、海といったものを歌った詩に対してと同様に鐘のやさしさを歌った詩にもジャ
ンは無感覚で、それらはあたかも適切な感情というものの、冷たい規範的なアレゴリーのように思わ
れるのだった。立ちどまって聞いたことも、そのやさしさに気がついたこともなかった。しかし漢然
とではあれ実際には感じられていたのではないだろうか。十年後生活は全く変ってしまった。サン・
ジェルマンで取り戻しえない少年時代と戸外の生活を思ってそぞろ悲しくなった時、突然のどかで軽
やかな音が耳朶をうった。次々と風にのって遠方の礼拝堂から柔らかく深い鐘の音が響いてきたのだ
った。涙ながらにジャンは日没時の麦畑の道を思い浮かべる。終ってしまうことを恐れながら、間遠
になって行く音にジャンは耳を凝らしていた。ついに終った。しかしもう一つの音が標えている。そ
の音は彼のすぐ近くでと同時に、非常に遠くでも鳴ったので、彼の昔の心臓がメロディーをかなでな
がらうつのを聞くように思われた。昔、ジャンは散歩から帰る時に、彼の魂の奥深い秘密を鐘の音に
託していたので、鐘を聞くと鐘がそれを敬度に保持していてくれたことがわかるのだ6）。
　ここでも十年後（Dix　ans　plus　tard）という語句の媒介でだけ過去と現実が結合されていること
に留意しておこう。もう一例つぎに引こう。
　母についていかなければならなかった山の谷間をジャンは好きになれなかった。ある時薄くなって
ゆく雲を透かして太陽がぶどうの葉をしだいに照らし出すのを見る。葉は金で染められたようにみえ
る。ジャンは突然フォレの道にいる自分を見出す。そこでも太陽は姿を現わさないまま雲こしに葉の
群れを照らしていた。葉は実際より透明に見えた。秋も深まってくるとそれ自身色づいた葉は少しの
太陽で燃え上った。その美しい色彩は太陽のものか、葉のものかがわからなかった。実際はまだ緑の
葉が夕陽に染められてそうなっているのかもわからなかった。形は見わけられないが雲の背後に感じ
られる太陽を薄いベールを利用して長いことみていたものだった。夕方フォレに向かう小舟に横にな
ってよくそうしたように7）。
　この例も現在→過去になってはいるが前の二つと変らない。というのもこの山での海の喚起の直前
にもっぱらフォレやブルターニュの海の記述で埋められているベグ・メイユと題された一章が先行し
ているからだ。
　今までにあげた三つの例に共通しているのは何だろうか。共通なある印象が結びつける現在と過去
が文章として接続して現れていることである。これはrR．　T。　P」最終章の「見出された時」での一連
の喚起と同じことである。そこでもゲルマント大公夫人のマチネと喚起されたバルベックやヴェネチ
アが相続してできているからである。プルーストの話は骨だけにしてしまうときっとこういう形をし
ているのだ。昔生きた日々は遠く去り、今は悲しくも凡庸な日々が明日への希望もなく続いている。
突然昔の生活の一断片が現実にある感覚の姿で漂流しているのに出会うとそれまで意志的には不可能
だった強度で過去がよみがえる。これはマドレーヌをお茶にひたしたのを味わう場合も同じである。
それまではタベの接吻の形でしか想起されなかったコンブレー全体がその事件をきっかけに描写され
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ているからである。ただ「見出された時」が与える印象とrJ．　S」が与える印象は決定的にちがう。
そこで感触される時の手ざわりがちがうのだ。これは「R。T．P」についていえぽ、「ゲルマントのほ
う」までが持っている味わいとそれ以後を含めたrR．　T．　P」全体とのちがいだと大まかにはいえそう
な気がする。rJ．　S」で扱われているテーマは少年時代、青年時代、海、恋愛論、社交界、兵営、レヴ
ェィヨン家とのつき合い等である。これは「R．T．　P」が「ゲルマントのほう」までで扱っている全テ
ーマだといえる。実際イリエはコンブレーに、ベグ・メイユはバルベックに、兵営はドンシェール
に、恋愛論はスワンの恋にといった具合に対応させうるからである。ただそれでは、「ゲルマントの
ほう」までをrJ．　S」でそっくり置きかえられるかというと、首尾や人物や文章の相違はおくとして
もできない。そこに出てくる最大のちがいの一つは、ナルチシズムの質、あるいはそこからの距離に
かかっている。rJ．　S」がナルチシズムから書かれているとすれぽ、　rR．　T．　P」ではナルチシズムから
の別れがあったことが感受される。青春がはるかに深い沈黙の領域から見られていることが感受され
るのだ。逆にrJ，　S」では思い出がよみがえる時と、その思い出が志向する時代が近いということが
両時代の文章上の接続とは又別の接続をしめしている。思い出されるのは本質的には幼年期と自然で
ある。家族の懐、自然の懐に抱かれた時代である。
　Jean　pensait　vaguement　q’on　6tait　arriv6　enfin　a　ces　jours　oCt　rien　ne　changeait　plus，　a　partir
desquels　sa　mdre　resterait　6ternellement　jeune　et　lui　6ternellement　libre　et　gais　dans　le　meme
soleil　ardent　immuablement　6tabli　sur　la　terre．8）
　　これからはもう何ものも変ることなく、いつもきらきら輝く不動の太陽を浴びて、母は永遠に若
　く、自分は永遠に自由で快活であるだろう、そんな日がとうとうやってきたのだとジャンは漠然と
　考えるのだった。（拙訳）
　これはイリエを描いた章に出てくる。又先ほどあげた第三の引用に出てきた海での生活はほぼ次の
ようなものであった。
　ジャソは少年水夫とよく二人で海に出た。小舟に長々と寝そべる。空しかみえず時々うとうととす
る。眠ってしまったらどこへ行けばよいのか少年は聞く。ジャンはどんどん沖へと答える。風が変る
ので帰れなくなるかも知れないと言う少年に、そしたら舟かフォレで寝れぽいいさとジャンは答え
る。眼をさますと大海原に出ていて嬉しくなる。岸はみえない、じきに日も沈むだろう。手足を動か
したくなれば網を投げたり帆をおろして擢をこいだりするのだった。月が出てから帰る。海は絶対の
沈黙に領されている。他の舟と出会うこともあった。ジャンが漁師であるかのように、「たんと釣り
なさいよ」と挨拶を投げてくる。夜もふけ沈黙の領している海上で、魂が静かに豊かに自足している
時におそらく二度と会うこともないだろう人から発せられたがゆえに一層心を動かすこのあっさりし
た挨拶。ジャンは何げない様子で同じ挨拶を返そうとするが、どうしても感動と自意識がそこには籠
められてしまうのだった。私も深まり他のパリジャンが全部帰ってもジャンは一人ホテルに残る。あ
たかもそこの主人であるかのように、あるいはそれ以上のものとして。ホテルの主人はジャンに対し
て、従業員が主人に対する以上にうやうやしい態度をとる。この距離をジャンは縮めたいと思うのだ
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った。やがて出発の日がくる。海と別れるのは何よりも悲しかった。それに彼の父母よりもこのニケ
月間のジャソをよく知っている人々と別れるのもつらかった。再来を何回も約束し、必要以上の金を
人々に与えるのであった9）。
　ここに付きまとっているナルチシズムの匂いは決して不快にさせない。自然や人との違和以前とし
てどこかで通ってきたことが、ある痛みとやさしさのようなものをもって感受されるからである。自
然と少年期は回想が常に幸福と美を見出す源泉であった。
　さて無意志的記憶の理論は「J．S」ではどうなっているであろうか。先ほどあげた山峡でのブルタ
ーニュの海の喚起に続いて、同じ海の他の場所での二つの喚起があげられたあと理論的解明がなされ
ている。その要点を抽出してみよう。
　1．　詩人にとっての美と幸福は想像力という不可視の実体の中にある。
　2．　想像力は現前する実在にも記億が与える過去の実在にも重ね合わされず、現実のある実在物に
　　おいて捕えられた過去の実在をめぐってただよっている。
　3．　ある感覚が過去の感覚として現在提示されると、この過去と現在の接触から、想像力の領野に
　　感官では捕えられぬある感覚が生じ、想像力はそれを永遠の対象として認識する。’
　4．現在も過去もそれ自体では想像力を人生と相渉らせることができなかった。現在と過去に通底
　　するある印象が、時間から離脱した想像力をもって貧弱な記憶が救い出しえなかった個人的で変
　　化に富んだ人生を認識させる。
　5．想像力が与える喜こびは、我々が永遠の本質を対象としてもつ状態がすぐれているしるしであ
　　る。
　6．その永遠の本質を味わう我々の真の本性は時間を免れていて、現在への隷属から我々を解放し
　　つつ我々を永遠の生命の感情で満たす1°）。
　これらは「見出された時」に言われているのと全く同じことをのべている。しかし理論の提出のさ
れ方はちがっている。まず過去と現実が場面を争う強度に言及されていないことである。rR．　T．　P」
ではたとえぽ次のように言われている。
　　ところが、昔の場所に代わっている現時の場所は、その全体の抵抗力をあげて、ノルマンディの
　浜辺なり、鉄道線路の土手なりを、パリのこのような館に移しかえることに反対するのである11）。
　　もし現時の場所がただちに勝を占めなかったとしたら、私のほうが意識を失っでしまっただろ
　う、と私は思う12）。
　次に上記のことと関係するが、この状態が須奥の間しか持続しないことがいわれてないことであ
る。
　　しかし、現在と両立しがたい過去の一瞬に私を対面させたこのだまし絵は、長つづきしなかっ
　．た13）。
　第三にrR．　T。　P」ではマドレーヌを味わってからこの理論的反省に至るまでの、つまりrR．　T。　P」
全体が一種の真理探求の過程として現われているのと対照的に、経験と経験の理論が接続していわば
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あっさりと提出されている点があげられる。
　第四にはrR．　T．　P」の記述の大きな特徴である対位法が欠けていることである。即ち老いと遺伝の
現象学ともいうべきあの仮面舞踊会（人々がひどく変ってしまってみわけがつかない、仮面で変装し
ているようだ、あるいは時がそれまで隠されていた遺伝のある部分を露出させるといった）に象徴さ
れる今もなだれをうってくずれていく時と、つかの間感受された永遠との対比がないことである。厳
密にいうと「J．S」に全く対位法がないわけではない。山での海の喚起のところで、コシジェフ嬢に
再び恋することもレヴェィヨソ公爵夫人に熱をあげることにも欲望は感じないが、に続いて次のよう
にいわれている。
　il　recommencerait　toujours　avec　les　meme　d61ices　a　aller　se　promener　dans　la　barque　de
Pierre　sur　la　Mer．14）
　　ピエールと小舟で海に出るのは、いつでも同じように楽しいだろう。（拙訳）
　なるほど恋も虚栄もはかないものであろう。しかし自然だけは常にかわらぬ喜こびの源泉であるこ
とがいわれている。ところが、rR．　T．　P」では、現実に快を感ずる能力の減退と、思い出でだけが幸
福を与えるということを強調するためにだされているという意味でレトリックを感じさせないことも
ないが、次のようにいわれている。
　　「木々よ」と私は考えた、「きみたちがぼくにいうべきことはもう何もないし、ぼくの心も冷却
　してきみたちのいうことがもう耳に入らない。ぼくはそれでもいまこうして自然のまんなかにい
　る。だがぼくの目は、きみたちの光ったいただきをきみたちの陰った幹から切り離している線、そ
　の線を冷淡と倦怠でもって見とどけるだけだ。これまで自分を詩人だと思いこんできたかもしれな
　いが、いまやそうではないことを知っている。一中略一たぶんぼくが自然をうたいえたであろ
　うあの歳月は、もうけっしてかえらないだろう15）。
　ある季節が決定的に過ぎてしまったことがいわれている。スワンの方と相前後して書きはじめられ
たカイエ58、57はボネが最近校訂出版したが、1910－1911年に16）書かれたものでそこには、仮面舞踊
会、嘆き（木々よ）がすでに出てきている。以上の比較から推定されるように、この美学的反省、舞
踊会、嘆きが出揃ったことでrR．　T．　P」全体の構想が完結したといえそうである。その嘆き及び仮面
舞踊会との対置がrR．　T．　P」における美学的反省にいわば死の息吹きのようなものと切迫性を与えて
いると思われる。
H
　次に無意志的記憶の構造を論旨に関係する限りで最小限論じておきたい。無意志的記憶は、過去を
生きられたそのままの姿でというよりはその本質的なかがやきのもとに呼びおこすことをその本質と
している。想起の契機となる感覚はそれまで一度も回想の契機となったことのない些細なものであ
る。喚起された全体を外延あるいは地と呼ぶ。そして現在においても過去においても同一の、喚起の
契機になる感覚を図と呼ぶことにしよう。ところで図と地はどういう関係にあるかを考える場合に、
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強度という概念が必要だと思われる。これは想起された出来事の引き寄せが強烈であるために、過去
そのものの中に今生きているという感覚が幻覚にまで高められている度合いをさすものである。これ
は前章の末尾でものべたが、rR．　T．　P」に至って強調されるに至ったものである。再度引いておこう。
　　いつもこのような復活の時には、共通の感覚のまわりに生みだされた遠い場所が、格闘者のよう
　に、現時の場所にくみついたのだった。一中略一もしもこの現時の場所がただちに勝をしめな
　かったら私の方がただちに意識を失ってしまっただろう1？）。
　あるいは、
　　そして今しがた自分は汽車のなかにいてもちこんだピールびんの栓をぬこうとしながら一列の木
　々にむかい合っていたとその瞬間、私は一種のめまいの中でそう思ったのだった18）。
　図に対する地の関係はこの強度が支配していると思われる。たとえぽマドレーヌの味からよみがえ
るコンブレー全体への過程を簡便に矢印で示すと、その外延化は次のごとくである。
　マドレーヌを紅茶にひたして味わう→人生の転変とは無縁、災厄は無害、人生の短さは錯覚と思わ
せるような歓喜→回想の努力、「十回も私はやりなおし……」→あれは叔母の部屋でのことだった→そ
の部屋があった灰色の古い家→その背後の庭に面して両親のためにたてられた小さな別棟の全体「私
がこれまでに思いうかべたのはこの別棟の裁断面だけであった」19）（傍点筆者）以下続くのだが省略す
る。
　この引用に明らかなように強度は図にとどまらないで時空的に接続したものを照射する一種のエネ
ルギーとなり、その浸透力が外延の度合いを規定していると考えられる。再体験の強度は図がもっと
も強く、外延化されていくことで弱まると考えられる。強度と外延の関係は論理的に次の三つがあり
うる。強度があって外延が極小の場合。これは言いかえれぽ喚起されたものが強度だけで立っていて
現実にひきもどされる度合いが最も高いということであり、ある意味では無意志的記憶とそのエロス
の拡がり2°）に背反するものでさえありうる。第二に強度と外延が釣り合っている場合が考えられる。
水中花のようにという比喩が適切にあてはまる典型例である。次に外延が強調される場合。これは時
空をさまざま渉猟することに外延の本質があるのだから外延力が最高に発揮された場合といえる。こ
の場合過去の喚起といっても、その定位力は弱いと言わなけれぽならない。過去の喚起といっても過
去に強調点をうてない一般的な本質の意味合いが強くなっている。本論文の冒頭に引いた「光の玉ぶ
ち」によるリヴベルの喚起や蝿の場合がこれに近いといえそうだ。ただ地が反復されていることがも
う一つの条件として付加されている。愛情や自然に抱きとられているという意味でナルチシズムの回
帰でもあり、緩慢に流れる白昼夢といった性質をもっていて、第一番目にあげた場合とは反対の意味で
構造を危うくするものである。rJ．　S」で支配的なのは以上のべたこの第三のタイプであり、　rR．T．　P」
の「ゲルマントのほう」までで支配的なのも同じタイプである。そういう意味でrJ．　S」を引きっい
でいる。しかし、「J．S」と「ゲルマソトのほう」までのrR．　T．　P」を置換することは前にものべた
ようにできない。仮面舞踊会において示される速度をまし微分的になった時との対比においてみられ
た束の間の幸福であることがみられないからである。ただ、「ゲルマントのほう」のこの箇所だけを
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見れぽ、欲望が反復されている青年期であることを相対化するためilC－一一層甘さの強い第三のタイプを
使っているようにみえる。もしこの時点でrR．　T．　P」が終っていたとしたら、全体としては、明るい
色彩をとどめた、しかし、時の味わいの浸み込んだrJ．　S」といった姿で我々に与えられていたであ
ろう。
?
　さて最初にあげた「ゲルマントのほう」の箇所が中間点であることに関して前半はいえたとして後
半についてはどうであろうか。これはrJ．　S」に決定的に欠けていて、　rR・T・P」が「ゲルマントの
ほう」までは低音でしか響かせていなかったものが全主題となり「見出された時」に至る距離の問題
である。その部分のレジュメをしてみよう。
　光の玉ぶちによる想起のあと更に二つの想起があげられている。ステルマリア夫人との出合いが失
敗してしまって主人公が、がっかりしているとサソ・ルーが突然現われ嬉しくなる。階段を下りて食
事に行こうとする時に、ドソシェールでサソ・ルーや友人たちと過ごした宵が喚起される。つまり快
適な部屋で友人とともにとる食事が喚起される。この快楽については「快楽の新しい瞬間が立ちかわ
りあらわれて歌声をあげるとき……かつての時間はこれらの新しい瞬間のもとにやってきて、ゆたか
なオーケストレーションの基盤、根拠をもたらすのである。」といわれ、「幸福の典型」というふうに
いわれる。これは、現にサソ・ルーと食事に行くところなのだから「光の玉ぶち」と同じく地のくり
返されたもの、上述の無意志的記憶の三番目のタイプで条件が一つ余計なものと見倣せる。その後、
コンブレーが想起される。ほとんど闇に近い夜が、夜も更けてコンブレーに帰った時のことを思い出
させる。その闇は「しめって、なまあたたかく、聖秣槽のようであり、教会の大ろうそく程度の光し
かもたないともしびが、その闇のあちこちにわずかに星をぼらまいていた。」と記述されている。「光
の玉ぶち」が喚起させたリヴベル、サン・ルーと連れだって食事に行くことが想起させたドソシエー
ル、闇がよび起こしたコソブレー一・一一の三つが大きな相違をもっていること、その相違の感覚がもたらし
た一種の感激を一人で内省できたなら豊かなみのりをもたらしたであろうことがいわれ次のように続
けている。
　　したがって、目にみえない天職がその姿をあらわすまでに一そしてその目に見えない天職の物
　語がこの作品なのだが一私がまだこれから通ってゆく多くのむだな年月のまわり道も避けられた
　であろう21）。
　さらに異なった回想が、水深を異にする深淵、呼吸する大気と周囲の色彩との不両立性、異なる宇
　宙間のへだたりに比較されたあと、次の文章でこの段落はしめくくられる。
　　私が一つの作品のなかに、ある素材をそっくりそのまま使い、そこにリヴベルのどんなつま・らな
　い私の思出も克明にきざみこまれるようにあらわしたいと思ったら、そのときまでコングレーの暗
　い色をした粗い砂岩と同じようなものだと思っていた物質に、ぽら色の木目模様を入れ、それを一
拳、とtk＊翻旙密恋、ナ赫疹・しじ・、赫縞じ・9ゐセとし潅ミそ蔽ら恋ふらf・iefiち522・。
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　（傍点筆者）引用の傍点部は、原文では次のごとくだ。
　Il　m’eut　fallu　veiner　de　rose，　rendre　tout　d’un　coup　translucide，　compacte，　fraichissante　et
SOnOre，　la　SUbStanCe．
　非常に興味深いのは、これとほぼ同じ言葉がプレイアード版、皿巻871p，に、つまり「見出され
た時」の瞑想の中核をなす部分に出てきていることだ。そこでもやはりリヴベルを描写することが問
題になっていて、その材料はヴェネチアを描写する材料とは区別されなけれぽならぬ旨説かれた後、
次のようになっている。
　dans　une　matiさre　distincte，　nouvelle，　d’une　transparence，　d’une　sonorit6　sp6ciales，　compacte，
fraichissante　et　rose．23）
　この二つがほぼ同文であることは一目瞭然であろう。天職への言及とともに最終章がまぎれこんで
きているものと見倣してもおかしくはない。この問題自体にはこれ以上立ち入らないが、少くともこ
れは「ゲルマソトのほう」と「見出された時」の離接の問題を考えさせるのに十分な契機であること
は言えると思う。
　距離をはかるためには、実際に書かれて「ゲルマントのほう」と「見出された時」の間に挿入され
た作品を枚挙し、その特質を論じるのが良いだろう。それらは、「ソドムとゴモラ」、「囚れの女」、
「逃げ去る女」である。暗い印象をもち、時間が鋭くなったという印象を与える作品群である。又、
まっ向から論じられた他者論といった趣きをもっている。これらの作品はrR．　T．・P」が最初に構想さ
れた時にすでにあったもの、即ち前に述べた時と永遠の対比のモチーフが呼びこんだテーマに具体性
と悲劇性を与えたものと見徹しうる。この巨大な問題の全体について論じるのは不可能である。冒題
で述べたように無意志的記憶に問題をしぼりたい。
　二章でのべたように、rJ．　S」と「ゲルマントのほう」までのrR，　T．　P」においては、二番目と三番
目の形式の無意志的記憶が支配的であった。「ソドムとゴモラ」、「囚れの女」、「逃げ去る女」に支配
的なのが一番目の形式であれぽ、それは「ゲルマントのほう」以後に獲得されたものを象徴するもの
と考えられないだろうか。ところで事態はまさにそのように進行するのである。「ソドムとゴモラ」
の最初の方で出てくる祖母の喚起は一・as目の形式をはっきりとっている。そこの所を引用しよう。
　　私の全人間の顛倒。夜がくるのを待ちかねて、疲労のために心臓の動悸がはげしく打って苦しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　のをやっとおさえながら、私はかがんでゆっくり、用心深く、靴をぬこうとした。ところが半長靴
　の最初のボタンに手をふれたとたんに、何か知らない神聖なもののあらわれにみたされて私の胸は
　ふくらみ、鳴咽に身をゆすられ、どっと目から涙が流れた。いま私をたすけにやってきて魂の澗渇
　を救ってくれたものは、数年前、おなじような悲しみと孤独のひとときに、自我を何ももっていな
　かったひとときに、私のなかにはいってきて、私を私自身に返してくれたものであった、自我であ
　るとともに自我以上のもの（内容をふくみながら、内容よりも大きな容器、そしてその内容を私に
つたえてくれる容器）だったのだ。私はいま、記憶のなかに、あの最初の到着の夕のままの祖母の
疲れた私をのぞきこんだ、やさしい、気づかわしげな、落胆した顔をありありと認めたのだ。それ
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　は、いままで、その死を哀悼しなかったことを自分でふしぎに思い、気がとがめていたあの祖母、
　名前だけの祖母、そんな祖母の顔ではなくて、私の真の祖母の顔であった。一中略一その葬送
　後一年にもあまるいましがた、彼女の腕のなかにとびこみたいはげしい欲望にかきたてられ、はじ
　めて祖母の死を知ったのだった、一しばしぼ事実のカレンダー感情のそれに一致させることをさ
　またげるあの時間の錯誤のために。強度についてはさらに以下があげられる。私はもはや、祖母の
　腕の中にとびこんで接吻しながら、彼女の心配そうな表情を消そうとしている存在でしかなかっ
　た。
　又喜こびがただちに悲しみに反転することについては次のようにいわれている。
　　すなわち一方では私がなじんだままに、私の中に生き残っている、いわぽ私のためにささげつく
　された一人間の、存在と愛情、そして世界がはじまって以来のどんな偉人の才能もどんな天才も私
　の欠点の一つにさえ値しないと思ってくれたほど万事が私中心に向けられていた愛、ところが他方
　ではまざまざとこの歓喜によみがえったと思った瞬間に、虚無が、あの愛情を慕う私の映像を消し
　さり、あの献身的な存在をこわし、さらに過去にさかのぼって二人の相互の予定された運命の絆を
　断ち切って、その虚無の中から、確実性につらぬかれた祖母の死の実感が、くりかえす肉体的苦痛
　のようにはげしくうずきだし、それが、鐘で見るように祖母の姿をふたたび見出していたあたかも
　そのときに、彼女を、まるで他人のぞぽでのように偶然私のぞぽで数年を過ごした人のような昔も
　これからも私とはなんの関係もないような、一介の見知らぬ女にしてしまうのだ24）。
　強度のことについて述べた時に示したようにその度合いが高けれぽ、無意志的記憶による過去の喚
起は外延をもたず、その時その場所その事件を志向するだけであろう。あるいはその時の自我を措定
するだけであろう。それは痛覚のように感じられるだけで、ただちに現在にとってかえす運動にとっ
て代られ、想起の甘さよりもむしろそこから経過した時間とその取り戻しのつかなさ、変化した自我
を示す契機となるだろう。この場合想起されたのは話者との関係においてその本質を示している祖母
である。「疲れた私をのぞきこんだ、やさしい、気づかわしげな、落胆した顔」をした祖母である。
これは神経過敏ですぐ疲れ、又時にはそれを必要以上に見せつける話者にもっと強くなってもらいた
いと熱望する祖母であり、かといって神経の発する真の嘆きに譲歩せざるを得ず又それに気ずかれな
いように気をくぼりながら常に注意をしている祖母ということである。そして「万事が私に向けられ
ていた」とか「自我であるとともに自我以上のもの」、「内容をふくみながら、内容よりも大きな容
器、そしてその内容を私につたえてくれる容器」といった表現は、話者のナルチシズムを表現してお
り、母の胎内という比喩が当てはまる状態であるといえよう。ところがその本質においてよみがえっ
た祖母が実感された時に今はいないという時の飛びこしの運動が話者を貫ぬくのである。これはただ
時が経ったということ以上にナルチシズムからの切断という意味を持っている。
　「ソドムとゴモラ」の最後章で出てくる場面も同じ本質をもっている。これはヴァントゥイユ嬢を
よく知っているという言葉を聞いてモンジューヴァンの同性愛の場面を思い出し、それまで別れよう
と思っていたアルベルチーヌをどんなことをしてでも引きとめなけれぽならないと思う所である。モ
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ンジューヴァンが幻覚のように浮かんだあと想起はただちに現在に引きもどされ、それまで自分のも
のだと思っていたアルベルチーヌとの間に鋭い違和がもたらされ、自我は分裂するのである。これと
祖母の場合が同じ構造を持つものであることはプルースト自身が次の文章で示している。
　　このように発せられたこの言葉にたいして、私の心のなかに、一つの映像が頭をもたげてきた、
　じつに長い年月、心のなかにじっとしまわれていた映像一中略一それが、生きたままで、私の
　心の底に保存されていたのである一あたかも神々の死によって死をまぬがれ、定められた日に、
　アガメムノソの殺害者を罰するために故国に帰ってきた、あのオレ・ステスのように一私を責める
　ために、ああそうでないと誰が知ろう、祖母を死なせた私の罪を問うために、おそらくは私に刑罰
　を加えるために。その映像は、永久にそこに埋もれてしまったと思われた夜の暗黒の底から、突然
　浮かびあがり、そしてまるで「復讐者」のように襲いかかってきたのだ、当然のむくいとしての新
　規な、おそろしい生活のスタートを私に切らせるために……25）
　アソドレと運転手を監視につけて、トロカデロのマチネに送り出しこれで安全だと思っていた話者
が、新聞でレア嬢が出ることを見て「苦悩の波が堰を切ったように流れ出」すのを感じる場面も同じ
本質をもっている。ある日アルベルチーヌがそのレア嬢と親しい二人の少女をこっそり見ていたこと
を想起したのである。これは「囚れの女」の一つのエピソードを繰り拡げる発条になっている。ここ
までくると嫉妬妄想に近いといっても良いだろう。そしてこの系列の想起で最も鋭いものが「逃げ去
る女」に出てくる。それは祖母のよみがえりの所で「母のそれのように深い悲しみについては、いつ
かそれを本当に知るときがくるはずだ、この物語のつづきに出てくるだろう、それはいまではなく、
またいまのように私が想像しているようなものではないのだ」と予告されていたものだと思われる。
祖母の死を実感したのは、一年以上も経てからだが、この場合は別離後ただちに感じられる苦しみと
いう形でやってくるのである。
　　出発をなお知らなかったこのすべての存在、このすべての《私》に、やってきたぽかりの不幸を
　知らせなけれぽならなかった一彼らがあかの他人で、苦しむのに私の感受性を借りなかったより
　ももっと残酷であったもの。その一つ一つが順々に一中略一「アルベルチーヌさんは発ちまし
　た」という言葉をはじめて聞かなければならなかった26）。
　すべての事象がアルベルチーヌと一緒だった過去を想起させ、その一つ一つが別離に引き寄せられ
るのだ。これはアルベルチーヌが出ていってしまった時のことだが、落馬して彼女が死んだことを知
った時に更に鋭く反復される。祖母の死を嘆くのに、ある感覚との偶然の出会いにまたなけれぽなら
なかった話者はここではじめて母が祖母の死を受けとめた深度で愛する対象との別離を受けとめてい
る。
　以上あげたいくつかの例は、無意志的記憶が他者との別れと出会った時に取る姿である。どうして
そうなるのだろうか。それは強度が高くなると無意志的記憶がむしろ時の流れと自我の変化を強調す
ることにむかうことと、時の推移を最も鋭く示すのが取り換えのきかない愛する他者を失うことであ
ることが自然に結びつくからである。これは「見出された時」が構想された時に存在していた無意志
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的記憶と老いの対立が無意志的記憶自体に落とした影とみなせる。
　ところで、「見出された時」に出てくる一連の想起が、老いとの対立において見られているかぎり
明るい色彩をもっているのは当然だが、その最後のものだけは上にのべた暗い色彩を同時に持ってい
る。フラソソワ・ル・シャンピによってよみがえった少年時代がそれである。
　　コンブレーでほとんど朝まで、私の母が声高に読んでくれたこの本は、だから、その夜の魅力の
　すべてを私のために保存していたのだ27）。
　　しかもその夜は、おそらく私の生涯で、もっとも甘美な、そしてもっとも悲しい夜であった、そ
　の夜私は、ああ一中略一両親から、彼らの権威の最初の放棄を獲得したのであった……28）
　これが書かれた時には、まだ祖母の喚起もアルベルチーヌとの恋も書かれていなかったにもかかわ
らず、これは一連の想起の最後をしめくくるのにふさわしい無意志的記憶であるように思われる。
「ゲルマントのほう」までの過去の想起が持っていたナルチシズムの回帰の中にたゆたう喜こびも、
祖母の喚起が志向していた別離の鋭さも時間に埋め込まれ沈静して始めて同じ記憶の資格で共に出て
くると考えられるからであり、又冒頭と円環するからである。その冒頭に描かれた夜は、母の接吻を
無理やりかちとろうとして母を悲しませた夜である。
　　私は自分が、何か不幸な、目に見えない手で、いま彼女の魂のなかに、最初のしわをきざみつ
　け、最初のしらがを生えさせてしまったという気がした29）。
　しかし母が一晩中「フランソワ・ル・シャンピ」を読んで慰さめてくれた夜でもあった。
　　良心の苛責は鎮まり、私は母がそばについてくれるこの一夜の甘美さに身をまかせるのであっ
　た30）。
　これは、冒頭にふさわしいと思われる。というのも、この最初の、そしてナルチシズムを絶対的に
満足させるという意味では最後の愛の対象との違和こそが、またその自覚こそがおよそ時間というも
のの始源であると考えられるからである。
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